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第　分科会
（分科会名）
１　はじめに　※以下のような、実践の前提になるようなことを必要に応じて
　・実践をした学校・学年・学級のこと
学区の様子など地域の特徴
学校や学年の規模
子どもたちの様子
　・自分のこと
　　教職員としてのあゆみ（〇〇年目）
　　教職員として関心を持ってきたこと（今回の実践につながる思い）

２　実践の内容
（１）実践のねらい
　子どもたちの様子から、どんなことを願って実践したか。
　その願いに基づいて、どんな単元構成を考えたか、など。
　
（２）実践の様子
　授業などの実際の様子がわかるように
どんな教材・教具を使ったか。授業のブリント、学級通信などを資料とするのも◎。

（３）子どもたちの様子
子どもたちの様子が具体的にわかるとよい。（子どもたちが書いた感想など）
実践の中での子どもたちの変化には特に着目して書くとよい。

３　実践のまとめ（分析）
　実践に込めた願いはどうだったか。少し客観的に振り返ってみる。

４　課題
　実践してみて、さらに発展させたいと思ったことなど。
分科会に参加している人にアドバイスしてほしいことを書くのもＧｏｏｄ！

以上はあくまでも一つのモデル。こういう形式でなければならないということではありません。
こんな学校・子どもたちだから、　
私は教職員としてこういうことが大切だと思っているので、
こうなってほしくて、
こういうことをやってみたら、
こうなった。
それはきっとこういうことなのかなと思います。
そして、やってみて
　さらに知りたいのはこんなこと　疑問に思ったのはこんなこと
・・・ということが分かればよいです。
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